
第
二
十
回
総
会
を
迎
え

さ
ら
な
る
発
展
・
充
実
を

同
窓
会
会
長

玉

川

隆

雄

昭
和
六
十
二
年

月
十
一
日
に
設
立
総
会
が
開
か
れ
た
本

同
窓
会
が
、
ま
も
な
く
第
二
十
回
通
常
総
会
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
本
会
の
設
立
や
そ
の
後
の

活
動
に
御
尽
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
お
か
げ
と
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
十
六
年
に
大
学
が
法
人
化
さ
れ
ま
し
て
よ

り
、
教
育
学
部
の
み
な
ら
ず
信
州
大
学
の
全
教
職
員
の
皆
様

は
、
運
営
や
組
織
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
改
革
を
さ
れ
、

大
学
法
人
と
し
て
の
体
制
づ
く
り
に
励
ん
で
こ
ら
れ
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
、
先
日
、
次
の
よ
う
な
新
聞
報
道
が
あ
り
ま
し

た
。
財
務
省
が
財
政
制
度
等
審
議
会
に
国
立
大
学
へ
の
補
助

金
（
運
営
費
交
付
金
）
に
つ
い
て
、
従
来
の
配
分
方
法
に
競

争
原
理
を
加
味
し
た
試
算
を
提
示
し
た
、
と
い
う
も
の
で
し

た
。
そ
の
試
算
に
よ
る
と
、
増
え
る
の
は
一
部
の
大
学
だ
け

で
、
全
大
学
の

十
五
％
に
あ
た
る
七
十
四
大
学
が
減
額
に

な
り
、
さ
ら
に
、
信
州
大
学
を
含
む
五
十
の
大
学
が
本
年
度

に
比
べ
て
五
割
以
上
の
減
額
に
な
る
、
と
い
う
も
の
で
し

た
。
試
算
と
は
い
え
、
衝
撃
的
な
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
が
本
当
に
実
施
さ
れ
た
ら
、
大
学
・
学
部
は
、
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
、
大
学
・
学
部
を
取
り
巻
く
状
況

の
推
移
を
こ
れ
か
ら
も
注
視
し
つ
つ
、
ど
の
よ
う
に
支
え
て

い
け
ば
よ
い
の
か
、
同
窓
会
に
何
が
で
き
る
の
か
、
な
ど
を

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。と

こ
ろ
で
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
役
員
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
中
で
、
何
人
か
の
民
間
企
業
の
社
員
や
公
務
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
同
窓
会
員
の
方
々
に
お
会
い
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
仕
事
上
の
ご
苦
労
や
仕
事
の
や
り
が
い
や
喜

び
な
ど
を
た
い
へ
ん
楽
し
く
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
同
窓
会
員
が
お
ら
れ

る
こ
と
を
本
当
に
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
う
い
う
方
々

も
含
め
て
、
も
っ
と
会
員
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
全
会

員
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
同
窓
会
に
し
た
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。

さ
て
、
記
念
す
べ
き
第
二
十
回
通
常
総
会
を
間
近
に
控

え
、
本
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
・
充
実
を
期
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
会
員
の
皆
様
に
い
っ
そ
う
の
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

岩
永
恭
雄
氏
が
新
学
部
長
に
就
任

岩
永
恭
雄
氏
が
信
州
大
学
教
育
学
部
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
任
期
は
、
平
成
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
二
十
二
年

三
月
三
十
一
日
で
す
。
岩
永
氏
の
略
歴
と
研
究
分
野
を
紹
介

し
ま
す
。

略
歴

昭
和
二
十
一
年
・
東
京
都
目
黒
区
生
ま
れ

昭
和
四
十
四
年
・
東
京
教
育
大
学
理
学
部
卒
業

昭
和
四
十
六
年
・
東
京
教
育
大
学
理
学
研
究
科
修
士
課
程

修
了

昭
和
四
十
六
年
・
東
京
教
育
大
学
助
手
（
理
学
部
）

昭
和
五
十
年
・
筑
波
大
学
講
師
（
数
学
系
）

昭
和
五
十
四
年
・
理
学
博
士
（
筑
波
大
学
）

昭
和
五
十
六
年
・
信
州
大
学
助
教
授
（
教
育
学
部
）

平
成
二
年
・
信
州
大
学
教
授
（
教
育
学
部
）

平
成
十

年
・
教
育
学
部
附
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
長

平
成
十
九
年
・
信
州
大
学
教
育
学
部
長

専
門
分
野
と
研
究
テ
ー
マ

代
数
学
（
環
論
）

一

非
可
換
ゴ
ー
レ
ン
ス
タ
イ
ン
環
と
そ
の
上
の
加
群
ホ
モ

ロ
ジ
ー
代
数
的
性
質
の
解
明

二

有
限
次
元
多
元
環
の
構
造
と
表
現
論

三

加
群
の
交
換
子
環
の
構
造
解
明
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平
成
十

年
度
の
通
常
総
会
は
、
定
例
の

月
十
一
日

（
金
）、
長
野
市
岡
田
町
の
「
ホ
テ
ル
信
濃
路
」
に
お
い
て
、

三
十
七
名
の
出
席
者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

山
崎
芳
實
幹
事
の
進
行
の
も
と
、
糟
谷
房
枝
副
会
長
の
開

会
宣
言
、
玉
川
隆
雄
会
長
の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
、
議
長
団

に
寺
島
正
友
・
水
内
エ
ツ
子
、
議
事
録
署
名
人
に
西
村
健

治
・
小
原
貞
幸
の
各
氏
を
選
任
、
書
記
に
岩
田
靖
・
酒
井
英

樹
の
各
氏
を
任
命
し
て
議
事
に
入
り
、
次
の
三
議
案
が
審
議

さ
れ
た
。

○
第
一
号
議
案

平
成
十
七
年
度
事
業
報
告
、
歳
入
・
歳
出
決
算
報
告
及
び

財
産
目
録
の
承
認
に
つ
い
て

総
会
資
料
に
基
づ
き
杵
渕
恭
宏
事
務
局
長
よ
り
平
成
十
七

年
度
事
業
に
つ
い
て
、
齊
藤
忠
彦
幹
事
よ
り
平
成
十
七
年
度

歳
入
・
歳
出
決
算
報
告
及
び
財
産
目
録
に
つ
い
て
説
明
が
な

さ
れ
、
ま
た
、
清
水
厚
実
監
事
よ
り
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

る
と
の
会
計
監
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
全
員
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

○
第
二
号
議
案

平
成
十

年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
歳
入
・
歳
出
予
算

（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て

総
会
資
料
に
基
づ
き
杵
渕
恭
宏
事
務
局
長
よ
り
平
成
十

年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、
齊
藤
忠
彦
幹
事
よ
り
平

成
十

年
度
歳
入
・
歳
出
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
、
原
案
ど
お
り
全
員
一
致
で
こ
れ
を
承
認
し
た
。

〔
平
成
十

年
度
事
業
大
綱
〕

一
、
同
窓
会
報
〔
第
二
十
号
〕
発
行
、
会
員
・
入
会
者
へ
の

発
送

二
、
研
究
助
成

教
育
学
部
留
学
生
後
援
会
基
金
へ
拠
出
、

教
育
研
究
に
対
す
る
補
助

三
、
学
部
支
援

教
育
学
部
・
大
学
院
充
実
に
む
け
て
の
援

助
四
、
組
織
充
実

支
部
組
織
の
強
化
、
他

五
、
長
期
構
想

「
信
州
大
学
同
窓
会
連
合
会
」
の
推
進
、

総
会
の
あ
り
方
・
基
本
財
産
の
運
用
、
事
務
局
電
算
化
の

推
進
と
個
人
情
報
の
保
護

○
第
三
号
議
案

役
員
の
交
代
に
つ
い
て

玉
川
会
長
よ
り
会
計
監
事
の
交
代
に
つ
い
て
諮
ら
れ
、
矢

嶋
直
徳
監
事
に
代
わ
っ
て
、
竹
松
徳
門
会
員
が
新
た
に
承
認

さ
れ
た
。

議
事
終
了
後
、
臨
席
の
北
條
舒
正
氏
（
千
曲
会
理
事

長
）
・
赤
羽
貞
幸
（
教
育
学
部
長
）
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
吉
原
鉄
男
副
会
長
の
閉
会
宣
言
で
総
会
を
終
了
し
た
。

第
十
九
回

同

窓

会

通

常

総

会

報

告
第19回同窓会通常総会 会長挨拶

記念講演会 坂本正夫氏

平成17年度信州大学教育学部同窓会一般会計歳入歳出決算書
自 平成17年４月１日

至 平成18年３月31日

歳入合計額 6,258,505円也

歳出合計額 5,587,632円也

差 引 残 額 670,873円也 翌年度へ繰越

歳入の部

項 目 予 算 額 決 算 額 増・△減 備 考

１ 前年度繰越金 772,405 772,405 0

２ 会 費 5,780,000 5,460,000 △320,000 273名入金

３ 雑 収 入 20,000 26,100 6,100 利子・御祝儀

歳 入 合 計 6,572,405 6,258,505 △313,900

歳出の部

項 目 予 算 額 決 算 額 増・△減 備 考

１ 会 議 費 600,000 316,076 △283,924 総会・役員会等

２ 事 業 費 1,090,000 1,000,381 △89,619 会報・学部後援等

３ 事 務 費 2,485,000 2,314,305 △170,695 会報発送・印刷等

４ 事務委託費 1,806,000 1,806,000 0 雇用費等

５ 雑 費 150,000 150,870 870 連合会会費･謝恩会御祝儀等

６ 予 備 費 441,405 0 △441,405

歳 出 合 計 6,572,405 5,587,632 △984,773
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ご

挨

拶

教
育
学
部
長

岩

永

恭

雄

同
窓
会
お
よ
び
同
窓
会
員
の
皆
様

に
は
、
日
頃
か
ら
信
州
大
学
教
育
学

部
の
教
育
・
研
究
活
動
と
学
生
の
勉

学
に
対
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
支

援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

私
こ
と
、
こ
の
四
月
か
ら
教
育
学
部
長
に
就
任
致
し
ま
し

た
が
、
様
々
な
課
題
・
問
題
が
噴
出
し
て
、
そ
の
対
応
に
追

わ
れ
た
二
ヶ
月
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
時
代
の
要
請
に
対

応
で
き
る
教
育
学
部
の
在
り
方
を
視
野
に
入
れ
た
将
来
構
想

の
検
討
に
取
り
組
む
所
存
で
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
教
職
大
学
院
設
置
の
可
否
を
考
慮
に
入
れ

た
現
行
の
教
育
学
研
究
科
大
学
院
の
改
組
、
教
科
教
育
と
教

科
専
門
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
教
職
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充

実
、
教
育
学
部
施
設
の
改
修
、
附
属
学
校
園
の
在
り
方
な
ど

が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
当
面
の
課
題
と
し
て
、
教
員
免

許
の
更
新
制
の
導
入
と
、
教
員
と
し
て
の
資
格
を
大
学
が
保

証
す
る
授
業
「
教
育
実
践
演
習
」
へ
の
対
応
、
本
学
部
お
よ

び
大
学
院
へ
の
受
験
者
の
増
加
を
図
る
施
策
、
そ
し
て
本
学

部
卒
業
生
の
教
員
採
用
数
を
増
や
す
効
果
的
な
施
策
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
予
算
獲
得
と
い
う
面
か
ら
は
、
文
部

科
学
省
を
含
む
政
府
関
係
機
関
が
公
募
す
る
様
々
な
事
業
に

申
請
し
て
、
い
わ
ゆ
る
競
争
資
金
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

同
窓
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
の
最
大
の
関
心
事
は
、
教
員

採
用
の
状
況
で
あ
る
と
推
察
し
ま
す
。
首
都
圏
に
あ
る
教
員

養
成
系
学
部
卒
業
生
の
教
員
採
用
状
況
は
増
加
の
傾
向
に
あ

る
の
に
反
し
て
、
長
野
県
で
は
来
年
度
の
公
立
学
校
の
教
員

採
用
予
定
数
が
小
学
校
は
百
十
名
、
中
学
校
は
四
十
名
と
予

定
さ
れ
て
お
り
、
た
い
へ
ん
き
び
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
長
野
県
外
に
教
員
採
用
の
道
を
開
く
必
要
が
あ

り
、
学
生
に
も
応
募
を
勧
め
る
な
ど
、
就
職
活
動
を
支
援
す

る
体
制
を
充
実
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

学
部
で
の
教
職
教
育
に
関
し
て
は
、
一
年
次
生
か
ら
「
臨

床
教
育
基
礎
」
と
い
う
授
業
が
あ
り
、
附
属
松
本
学
校
園
を

利
用
し
て
、
早
い
段
階
か
ら
児
童
・
生
徒
と
の
交
流
を
経
験

す
る
場
が
設
け
ら
れ
、
非
常
勤
講
師
に
よ
る
「
い
じ
め
・
不

登
校
」
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
授
業
も
開
講
さ
れ
る
な
ど
、

教
育
実
践
を
重
視
し
て
、
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
一
年
間
の

勉
学
が
、
長
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
行
し
て
か
ら
の
二
年
次
以

降
の
教
職
教
育
へ
円
滑
に
継
続
さ
れ
る
工
夫
を
し
、
本
学
部

の
理
念
で
あ
る
「
臨
床
の
知
」
の
実
現
に
努
力
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
教
科
専
門
の
講
義
に
関
し
て
は
、
昨
年
度
か
ら

松
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
「
共
通
教
育
」
が
充
実
さ
れ
て
、
二

年
次
以
降
の
教
科
に
関
す
る
よ
り
専
門
性
の
高
い
講
義
へ
の

基
礎
を
与
え
る
講
義
が
多
く
開
講
さ
れ
、
本
学
部
の
多
数
の

教
員
が
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で
講
義
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

教
育
学
部
教
員
の
研
究
面
に
関
し
て
は
、
科
学
研
究
費
の

他
、
外
部
資
金
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
複
数
の
教
員
が
チ
ー

ム
を
組
ん
で
、
政
府
関
係
機
関
が
公
募
す
る
様
々
な
事
業
に

応
募
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
は
、
文
部
科
学
省
が
公

募
し
た
「
教
員
養
成
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
教
員
養
成
Ｇ
Ｐ
）

が
実
行
さ
れ
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
昨
年
度
採
択
さ
れ
た
「
新
教
育
シ
ス
テ
ム
開
発
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
は
今
年
度
に
継
続
さ
れ
て
い
る
事
業
で
す
し
、「
英

語
指
導
力
開
発
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
今
年
度
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
、
来
年
度
に
向
け
て
「
発
達
障
害
の
あ
る
大

学
生
へ
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
」（
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
）、

「
問
題
志
向
の
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
再
設
計
と
夜
間
開
講
」（
教
員

養
成
Ｇ
Ｐ
）、「
授
業
研
究
ア
リ
ー
ナ
で
共
創
す
る
臨
床
の

知
」（
大
学
院
Ｇ
Ｐ
）
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
申
請
中
で

す
。
こ
れ
ら
が
採
択
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
実
施
に
は
多
く
の
教

員
の
参
加
に
よ
っ
て
、
期
待
さ
れ
る
成
果
を
あ
げ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
あ
か
つ
き
に
は
、
本
教
育
学
部
の
実

力
が
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大
学
外
の
委
員
に
よ

る
「
外
部
評
価
」
に
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
大
学
へ
配
分
さ
れ
る
運
営
交
付
金
の
配
分
方
法
が
成
果

主
義
に
向
か
う
時
代
に
な
り
、
本
学
部
教
員
も
、
こ
の
よ
う

な
教
育
学
部
の
特
質
を
活
か
せ
る
事
業
に
取
り
組
む
決
意
で

お
り
ま
す
。

全
国
の
教
員
養
成
学
部
は
、
政
府
の
教
育
政
策
に
対
応
す

る
体
制
作
り
と
、
研
究
・
教
育
の
た
め
の
予
算
獲
得
に
奔
走

し
て
お
り
、
教
員
に
か
か
る
負
担
は
こ
れ
ま
で
よ
り
極
端
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
教
員
養
成
と
い
う
重
要
な
役

割
を
果
た
す
た
め
に
、
多
く
の
教
員
が
奮
闘
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
お
よ
び
同
窓
会
員
の
皆
様
の
ご
支

援
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

外壁その他改修工事の完了した教育学部北校舎
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学
部
の
新
転
任
・
転
退
職
教
員
の
紹
介

【
平
成
十

年
度
〜
平
成
十
九
年
度
新
転
任
教
員
】

山
本
亮
介
先
生
（
言
語
教
育
講
座
）

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
）
よ
り
新
任

三
崎

隆
先
生
（
理
数
科
学
教
育
講
座
）

北
海
道
教
育
大
学
（
釧
路
校
）
よ
り
新
任

天
谷
健
一
先
生
（
理
数
科
学
教
育
講
座
）

北
海
道
大
学
よ
り
新
任

高
崎
禎
子
先
生
（
生
活
科
学
教
育
講
座
）

首
都
大
学
東
京
助
教
授
よ
り
新
任

【
平
成
十

年
度
転
退
職
教
員
】

川
村
康
文
先
生
（
理
数
科
学
教
育
講
座
）

平
成
十
五
年

月
一
日
着
任
、
退
職
（
転
任
）

角
尾
篤
子
先
生
（
生
活
科
学
教
育
講
座
）

平
成
四
年
四
月
一
日
着
任
、
退
職
（
転
任
）

堀
井
謙
一
先
生
（
言
語
教
育
講
座
）

昭
和
五
十
年
四
月
一
日
着
任
、
定
年
退
職

市
澤
要
三
先
生
（
言
語
教
育
講
座
）

昭
和
五
十

年
四
月
一
日
着
任
、
定
年
退
職

巽

勇
吉
先
生
（
理
数
科
学
教
育
講
座
）

昭
和
五
十

年
四
月
一
日
着
任
、
定
年
退
職

守

一
雄
先
生
（
教
育
科
学
講
座
）

昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
着
任
、
退
職
（
転
任
）

山
﨑
保
寿
先
生
（
教
育
科
学
講
座
）

平
成
十
年
四
月
一
日
着
任
、
退
職
（
転
任
）

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

教
育
学
部
教
授

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
委
員
会

委
員
長

鵜

飼

照

喜

本
学
で
は
、
平
成
十
六
年

月
の

理
事
会
で
、
全
学
を
挙
げ
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
の
認
証
取
得
に
取
り
組

む
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
本
学
部
が
平

成
十
七
年
度
中
に
認
証
取
得
す
る
よ

う
に
学
長
か
ら
指
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
教
育
学
部

で
は
直
ち
に
態
勢
づ
く
り
と
活
動
方
針
が
定
め
ら
れ
、
エ
コ

キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
の
活
動
が
始
ま
り
、
同
年
十
月
に
は
エ

コ
キ
ャ
ン
パ
ス
委
員
会
が
活
動
を
始
め
た
。

こ
の
点
を
含
め
、
本
学
全
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
本
紙
第
十
九
号
（
平
成
十
七
年
七
月
七
日
発
行
）
で

赤
羽
学
部
長
（
当
時
）
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

本
学
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
認
証
取
得
を
目
標
と
す
る
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
平
成
十
三
年
度
に
工
学
部
が
単
独
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
の
認
証
を
取
得
し
、
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
の
活
動
は
全
国
の
国
立
大
学
（
当

時
）
で
は
最
初
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
全
国
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
て
き
た
、
と
い
う
背
景
が
あ
る
。
又
、
平
成
十
六
年
、

十
九
年
の
二
度
に
わ
た
り
更
新
審
査
を
受
け
、
工
学
部
の
エ

コ
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
は
一
段
と
、
高
度
な
レ
ベ
ル
に
達
し

て
い
る
。

こ
う
し
た
実
績
を
持
つ
工
学
部
関
係
者
の
指
導
に
よ
り
、

本
学
部
で
は
、
平
成
十
七
年
十
二
月
に
は
認
証
取
得
を
達
成

し
、
翌
平
成
十

年
一
月
に
は
、
記
念
行
事
を
開
催
す
る
こ

と
が
出
来
た
。

ま
た
、
本
学
部
に
続
い
て
農
学
部
、
繊
維
学
部
が
平
成
十

年
度
に
認
証
取
得
し
、
松
本
地
区
に
あ
る
本
部
等
部
局
も

「
本
丸
」
と
し
て
今
年
度
七
月
に
認
証
取
得
を
目
指
し
て
、

活
動
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
は
、
元
々
製
造
業
で
の

生
産
活
動
に
お
い
て
、
自
然
環
境
へ
の
負
荷
を
少
し
で
も
軽

減
す
る
た
め
の
環
境
管
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
で
あ
る
。

我
が
国
の
産
業
界
で
は
、
い
ち
早
く
家
電
業
界
で
、
認
証
取

得
活
動
が
始
ま
り
、
現
在
で
は
同
業
界
の
み
な
ら
ず
、
ほ
と

ん
ど
の
製
造
業
で
大
半
の
大
手
企
業
が
認
証
取
得
済
み
で
あ

る
。こ

う
し
た
流
れ
の
上
で
、
産
業
界
で
は
大
手
企
業
か
ら
中

小
企
業
へ
の
認
証
取
得
へ
の
取
り
組
み
が
広
が
り
、
あ
る
い

は
流
通
業
界
、
さ
ら
に
は
行
政
機
関
と
り
わ
け
地
方
自
治
体

で
の
認
証
取
得
へ
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
き
た
。
ま
た
、
学

校
Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
い
う
言
葉
が
今
日
で
は
使
わ
れ
る
こ
と
が
示
す

よ
う
に
、
学
校
で
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得
の
活
動
が
す
す
ん
で

い
る
。
こ
の
点
で
、
本
学
部
で
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
認
証
取
得
し
、
ＩISO学生ミミズコンポスト

学
部
の
近
況
か
ら
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Ｓ
Ｏ
学
生
委
員
会
や
内
部
監
査
活
動
に
取
り
組
ん
だ
学
生
を

教
育
現
場
に
送
り
出
す
社
会
的
意
義
に
は
大
き
な
も
の
が
あ

る
と
自
負
し
て
い
る
。

さ
て
、
本
学
部
で
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
認
証
取
得
へ
の
取
り
組
み
で

は
、
工
学
部
か
ら
の
指
導
を
受
け
つ
つ
も
、
学
部
組
織
の
相

違
や
、
専
門
性
の
相
違
な
ど
か
ら
大
小
様
々
な
工
夫
が
必
要

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
求
め

る
活
動
が
本
来
は
製
造
業
の
世
界
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
工
学
部
以
上
の
工
夫
が
必
要
で
あ
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
教
育
学
部
全
体
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
高

い
評
価
を
受
け
て
無
事
認
証
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

同
時
に
、
大
き
な
課
題
を
与
え
ら
れ
た
。

そ
れ
は
本
学
部
が
教
育
学
部
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
、「
本

業

教
育
活
動
そ
の
も
の
に
お
け
る
環
境
貢
献
」
を
強
く
求

め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
述
べ
た
よ
う

に
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
製
造
業
に
よ
る
環
境
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め

の
管
理
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
た
め
、
工
学
部
の
よ
う
な
製
造
活

動
に
直
結
す
る
学
部
の
場
合
は
、
企
業
と
大
学
と
い
う
相
違

は
あ
る
も
の
の
、
個
別
の
環
境
負
荷
軽
減
と
い
う
課
題
自
体

に
は
、
共
通
す
る
も
の
が
多
い
。

し
か
し
、
教
育
学
部
に
は
そ
う
し
た
と
こ
ろ
が
、
き
わ
め

て
少
な
く
、
省
エ
ネ
・
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
と
い
う
環
境
負
荷

の
軽
減
と
い
う
点
で
は
ど
こ
で
も
求
め
ら
れ
る
も
の
に
す
ぎ

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
、
小
規
模
と
は
い
え
、
理

科
系
や
技
術
系
、
さ
ら
に
は
美
術
系
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の

薬
品
処
理
等
の
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
ら
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
う
し
た
要
求
に
加
え
て
、
認
証
審
査
過
程
で
本
学
部
に

求
め
ら
れ
た
の
は
、「
教
育
学
部
だ
か
ら
」、
あ
る
い
は
「
信

州
大
学
教
育
学
部
だ
か
ら
」
と
い
う
言
葉
で
、「
教
育
学
部

の
本
業
に
お
け
る
環
境
貢
献
」
で
あ
っ
た
。

Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
限
ら
ず
、
環
境
活
動
は
生
産
過
程
の
み
な
ら

ず
、
消
費
過
程
で
も
「
環
境
負
荷
の
軽
減
」
か
ら
始
め
る
こ

と
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
認
証
審
査
で
本

学
部
に
求
め
ら
れ
た
の
は
「
環
境
貢
献
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
生
産
・
消
費
活
動
あ
る
い
は
研
究
教
育
活
動
で
の
「
マ

イ
ナ
ス
」
を
軽
減
す
る
だ
け
で
な
く
、「
環
境
貢
献
」
と
い

う
、
教
育
活
動
に
お
い
て
「
プ
ラ
ス
」
を
生
む
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
た
。

こ
の
点
で
は
、
本
学
部
で
す
で
に
平
成
十
一
年
度
の
学
部

改
組
の
際
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
の
「
環
境
教

育
分
野
」
が
発
足
し
、
試
行
錯
誤
し
つ
つ
も
環
境
教
育
の
実

践
と
そ
れ
に
関
わ
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
「
環
境
方
針
」
に
掲
げ
る
「
環
境
教
育
と
そ

れ
に
関
す
る
研
究
の
充
実
」
の
条
件
が
、
あ
る
程
度
整
備
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
求
め

る
「
目
的
」
の
第
一
に
環
境
教
育
の
充
実
を
掲
げ
て
い
た
こ

と
も
当
然
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
課
題
は
、
教
育
学
部
内
で

は
環
境
教
育
分
野
へ
参
加
す
る
教
員
が
近
年
徐
々
に
増
加
し

つ
つ
あ
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
が
で

き
る
。

そ
の
上
、
大
学
全
体
の
「
地
域
貢
献
」
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
今
日
、「
環
境
貢
献
」
は
「
環
境
貢
献
＋

地
域
貢
献
」
と
い
う
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た

状
況
で
、
本
学
部
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
で
は
、
環
境
教
育
部
会
の
中
で

当
初
か
ら
「
目
的
」
の
一
つ
と
し
て
き
た
「
地
域
貢
献
」

を
、
独
立
し
た
「
地
域
貢
献
部
会
」
で
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
、
今
年
度
か
ら
取
り
組
み
始
め
た
。

こ
こ
で
い
う
「
地
域
」
と
は
、
広
義
で
は
学
校
関
係
に
と

ど
ま
ら
ず
、
一
般
社
会
の
環
境
活
動
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ

る
が
、
当
面
は
学
校
関
係
か
ら
は
じ
め
、
学
校
現
場
で
の
環

境
教
育
へ
の
協
力
、
さ
ら
に
は
前
述
の
学
校
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
進
捗

に
あ
わ
せ
た
活
動
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
で
、
本
学
部
卒
業
生
の
方
々
と
の
、
よ
り
一
層
の

連
携
と
ご
協
力
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
末
尾

な
が
ら
、
本
学
部
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
運
用
と
環
境
教
育
・
地
域
貢
献

に
、
今
後
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
る
し
だ

い
で
す
。

ISO学生ゴミ分別

ISO学生定例会
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教
育
学
部
同
窓
会
・
研
究
補
助
事
業
に
つ
い
て

平
成
十
五
年
度
よ
り
、
教
育
学
部
同
窓
会
の
研
究
助
成
事

業
の
一
環
と
し
て
、
二
十
一
世
紀
の
教
育
を
指
向
し
た
、
会

員
の
日
常
の
教
育
研
究
・
教
育
実
践
活
動
を
支
援
し
て
い
く

「
研
究
補
助
」
制
度
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
研
究
補
助
制

度
の
周
知
の
た
め
に
本
号
で
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
研

究
補
助
制
度
の
主
旨
は
、
①
日
々
の
教
育
研
究
、
教
育
実
践

を
大
切
に
し
合
い
、
自
ら
の
授
業
改
善
に
努
め
よ
う
、
②
専

門
職
と
し
て
の
教
師
自
ら
の
教
育
研
究
・
教
育
実
践
を
磨
き

合
お
う
、
③
教
育
の
振
興
・
改
善
を
と
も
ど
も
共
有
し
よ

う
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
対
象
者
は
、
信
州
大
学

教
育
学
部
同
窓
会
員
（
同
窓
会
費
納
入
者
）
で
、
応
募
者
一

律
に
一
万
円
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

応
募
希
望
者
は
所
定
の
様
式
（「
研
究
補
助
願
及
び
研
究

概
要
」）
に
し
た
が
っ
て
、
同
窓
会
事
務
局
（
〒
三

〇
｜

五
四
四

長
野
市
西
長
野
六
｜
ロ
）
に
申
し
込
み
下
さ

い
。
当
該
年
度
の
十
一
月
末
日
を
応
募
締
め
切
り
と
し
て
い

ま
す
。
応
募
規
定
な
ど
の
詳
細
は
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。
な
お
、
お
申
し
込
み
の
際
に
は
必
ず
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
こ
れ
は
、
研
究
補
助
は
十

名
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
受
付
可
能
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
で
す
。

次
に
掲
げ
た
の
は
、
事
業
開
始
よ
り
四
回
目
に
あ
た
る
平

成
十

年
度
に
お
け
る
補
助
金
交
付
者
並
び
に
研
究
テ
ー
マ

に
関
す
る
一
覧
で
す
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、

積
極
的
な
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
十

年
度
補
助
会
交
付
研
究
テ
ー
マ

①

勝
野
ゆ
う
子
（
山
ノ
内
町
立
南
小
学
校
）

「
折
り
紙
の
中
に
ひ
そ
む
数
理
を
、
ど
の
よ
う
に
教
材
化

し
た
ら
よ
い
か
」

②

太
田
智
明
（
中
野
市
立
中
野
平
中
学
校
）

「『
や
ら
せ
る
・
や
ら
さ
れ
る
』
掃
除
か
ら
の
脱
却
〜
児

童
・
生
徒
が
自
ら
進
ん
で
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
清
掃

指
導
は
ど
う
あ
っ
た
ら
よ
い
か
」

③

布
谷
孝
浩
（
長
野
市
立
柳
原
小
学
校
）

「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
か
ら
広
が
る
活
動
の
実
践
的
研

究
」

④

武
居
三
男
（
下
諏
訪
町
立
下
諏
訪
南
小
学
校
）

「
子
ど
も
の
願
い
を
大
事
に
し
た
物
づ
く
り
を
中
心
に
自

然
を
探
求
で
き
る
理
科
学
習
に
す
る
た
め
の
教
材
の
開

発
」

⑤

宮
坂
久
美
子
（
長
野
市
立
真
島
小
学
校
）

「
英
語
を
通
し
て
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
ろ
う
と
す
る
児
童
の
育
成
〜
学
級
担
任
に
よ
る
英
語

活
動
の
試
み
〜
」

⑥

岡
部
温
樹
（
木
島
平
村
立
木
島
平
中
学
校
）

「
正
多
角
形
の
回
転
移
動
と
そ
の
中
心
に
つ
い
て
」

⑦

土
屋
次
男
（
長
野
市
立
東
北
中
学
校
）

「
五
感
を
通
し
て
感
じ
、
考
え
、
発
見
し
、
自
分
と
自
然

の
つ
な
が
り
を
実
感
す
る
理
科
学
習
」

⑧

小
笠
原
重
光
（
長
野
市
立
裾
花
中
学
校
）

「
仲
間
と
か
か
わ
り
な
が
ら
運
動
の
楽
し
さ
を
深
め
て
い

く
学
習
の
あ
り
方
｜
個
人
種
目
（
陸
上
競
技
）
の
集
団

化
を
通
し
て
｜
」

⑨

畑
邦
弘
（
長
野
市
立
裾
花
中
学
校
）

「
豊
か
な
出
あ
い
と
か
か
わ
り
を
通
し
て
、
思
い
や
り
の

心
を
育
む
道
徳
教
育
」

⑩

経
沢
潤
子
（
下
諏
訪
町
立
下
諏
訪
南
小
学
校
）

「
地
域
の
人
々
と
の
関
わ
り
の
中
で
育
つ
子
ど
も
達
」

研
究
補
助
助
成
の
研
究
に
つ
い
て

長
野
市
立
真
島
小
学
校
教
諭
（
第
三
十
二
回
生
）

宮
坂
久
美
子

信
州
大
学
で
は
、
国
語
科
に
在
籍
し
て
い
た
私
で
す
が
、

縁
あ
っ
て
小
学
校
の
英
語
活
動
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
で
は
身
近
な
も
の
の
名
前
を
英
語
で
言
っ
て
み
た

り
、
カ
ー
ド
を
使
っ
て
様
々
な
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
英

語
の
歌
を
歌
っ
て
み
た
り
と
い
っ
た
も
の
が
一
般
的
な
英
語

活
動
で
す
。
小
学
生
は
こ
の
よ
う
な
活
動
を
大
変
喜
ん
で
行

い
ま
す
。
し
か
し
、
小
学
校
の
英
語
活
動
で
大
切
な
の
は
、

英
語
を
使
っ
て
の
友
だ
ち
と
簡
単
な
会
話
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
伸
ば
す
こ
と
で

す
。
た
と
え
ば
「
こ
ん
に
ち
は
。
は
じ
め
ま
し
て
。」
の
挨

拶
を
し
合
う
。
持
ち
物
を
持
っ
て
い
る
か
聞
く
。
好
き
な
も

の
を
尋
ね
る
。
電
話
番
号
を
聞
く
。
日
本
語
で
は
ぶ
っ
き
ら

ぼ
う
に
な
り
そ
う
な
会
話
も
英
語
で
行
う
と
、
相
手
を
思
い

や
っ
た
、
丁
寧
な
会
話
に
な
る
の
で
す
。

英
語
を
使
う
こ
と
で
学
級
の
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
笑
顔
で

学
習
で
き
た
り
、
友
だ
ち
の
新
し
い
一
面
を
発
見
し
た
り
、

温
か
い
接
し
方
が
で
き
た
り
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

英
語
必
修
化
が
視
野
に
入
っ
て
き
た
今
日
、
小
学
校
英
語

の
教
材
や
書
籍
も
豊
富
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
研
究
補
助
で

新
た
な
参
考
文
献
を
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度

は
年
間
を
通
し
た
英
語
活
動
を

総
合
的
な
学
習
で
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
月
ご

と
に
単
元
を
組
み
、
一
年
間
で

三
十
時
間
を
目
標
に
研
究
を
深

め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

同

窓

会

情

報
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就

職

状

況

就
職
部
長

中
村
浩
志

昨
年
度
よ
り
従
来
の
学
生
委
員
会
と
就
職
委
員
会
が
統
合

さ
れ
た
「
学
生
・
就
職
部
会
」
が
発
足
し
た
が
、
今
年
度
か

ら
学
生
部
会
と
就
職
部
会
に
再
び
分
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
両
部
会
で
は
仕
事
の
内
容
が
異
な
り
、
学
部
に
と
っ
て

就
職
問
題
は
ま
す
ま
す
重
要
性
が
増
し
て
き
て
い
る
と
い
う

認
識
に
立
ち
か
え
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

今
年
三
月
の
学
部
卒
業
生
お
よ
び
教
育
学
研
究
科
修
了
生

の
進
路
状
況
を
下
の
表
に
示
し
た
。
学
部
卒
業
生
二
九
五
名

の
う
ち
、
教
員
就
職
者
が
五
四
・
九
％
、
教
員
以
外
就
職
者

二
二
・
四
％
、
進
学
者
一
二
・
二
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
、

非
教
員
養
成
系
を
除
い
た
教
員
養
成
課
程
卒
業
生
二
三

名

の
教
員
就
職
率
は
六
三
・
五
％
で
、
昨
年
の
六
一
・
六
％
よ

り
や
や
改
善
し
た
。

学
部
卒
業
生
の
教
員
就
職
率
は
、
平
成
九
年
度
の
四
三
・

六
％
を
最
低
に
そ
の
後
増
加
し
、
平
成
十
四
年
度
に
は
全
国

の
教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
の
中
で
ト
ッ
プ
の
六
九
・
二
％

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
最
近
の
教

員
就
職
率
低
下
の
主
な
原
因
は
、
長
野
県
の
教
員
退
職
者
数

の
減
少
に
由
来
す
る
。
団
塊
の
世
代
が
退
職
を
向
か
え
、
東

京
、
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
の
大
都
市
、
ま
た
多
く
の
県
で
は

教
員
採
用
数
が
増
加
し
て
い
る
が
、
長
野
県
の
場
合
に
は
退

職
者
数
が
増
加
す
る
の
は
、
平
成
二
十
一
年
度
以
後
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
就
職
部
会
で
は
、
長
野
県
の
教
員
採
用
の

み
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
出
身
県
な
ど
複
数
の
教
員
採
用
試
験
を

受
け
る
よ
う
に
学
生
を
指
導
し
て
い
る
。
信
州
大
学
が
独
立

法
人
化
し
て
三
年
目
を
迎
え
、
教
員
就
職
率
の
向
上
と
共
に

質
の
高
い
教
員
の
養
成
が
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
て
い
る
。
就

職
部
会
で
は
、
教
員
に
限
ら
ず
多
く
の
卒
業
生
が
自
分
に
あ

っ
た
職
に
就
職
で
き
る
よ
う
、
模
擬
面
接
試
験
の
実
施
、
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
を
通
し
、
就
職
の
指
導
を
一
層
強
め
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
卒
業
生
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成18年度卒業生・修了生 進路状況

就職・進学別

学部（学習分
野）・大学院別

就 職 者
教 員

県 内
小

学

校

中

学

校

高
等
学
校

養
聾
盲
学
校

幼

稚

園

そ

の

他

小

計

県 外
小

学

校

中

学

校

高
等
学
校

養
聾
盲
学
校

幼

稚

園

そ

の

他

小

計

計

教員外

公務員

一
般

心
理

会

社

員

病

院

ス
ポ
ー
ツ
施
設

福

祉

施

設

そ

の

他

小

計

進 学 者
大学院

研
究
科

本
学
教
育
学

他

大

学

研
究
聴
講
履
修
生

専

門

学

校

そ

の

他

小

計

そ の 他
現

職

教

員

家

事

臨

採

待

ち

未

定

合

計

備考

臨床学校 男 1 2 3 1 1 4 1 5
教 育 学 女 3⑵ 2⑵ 5⑷ 5⑴ 1 6⑴ 11⑸ 1 1 12
総合・生 男 1 1 1
活科教育 女 2 2 1⑴ 1⑴ 3⑴ 3
国語教育 男 3⑵ 3⑵ 1⑴ 1⑴ 4⑶ 1 1 5

女 3⑵ 1 4⑵ 1 1⑴ 2⑴ 6⑶ 2 2 1 1 2 10
社 会 科 男 3⑵ 1 1 5⑵ 1 1 6⑵ 2 1 3 2 1 12
教育 女 1 1 4⑵ 4⑵ 5⑵ 4 4 4 4 13
数学教育 男 5⑶ 6⑷ 1 1 13⑺ 1 2⑴ 3⑴ 16⑻ 1 1 1 3 3 22

女 2 3⑴ 5⑴ 1⑴ 1⑴ 6⑵ 1 1 2 1 9
理科教育 男 4⑶ 5⑶ 9⑹ 1 3⑶ 1⑴ 5⑷ 14 1 1 1 1 1 17

女 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 5

学

校

教

育

教

員

養

成

課

程

音楽教育 男
女 9⑴ 3⑵ 1 13⑶ 13⑶ 1 1 2 1 1 2 17

教

員

養

成

課

程

美術教育 男 1⑴ 1⑴ 1⑴ 1 1 1 1 3
女 2⑵ 4⑶ 6⑸ 6⑸ 3 3 1 1 2 12

保健体育 男 2⑴ 1 3⑴ 2⑴ 2⑴ 5⑵ 1 1 6
教育 女 4⑶ 4⑶ 1 1⑴ 2⑴ 6⑷ 1 1 7
情報・技 男 2⑴ 2⑴ 2⑵ 1⑴ 3⑶ 5⑷ 1 1 2 2 8
術教育 女 2 2 1 3

学

部

ライフプラン 男
ニング教育 女 3⑵ 4⑵ 1⑴ 8⑸ 1 1 2 10⑸ 4 4 2 16
英語教育 男 1⑴ 1⑴ 1⑴ 1 1 2

女 7⑶ 7⑶ 7⑶ 1 1 1 1 9
国際理解 男 1 1 1
教育 女 1⑴ 2 3⑴ 1⑴ 1⑴ 4⑵ 2 2 2 8
環境教育 男 1⑴ 1⑴ 1⑴ 1⑴ 2⑵ 1 1 3

女 1 1 1⑴ 1⑴ 2⑴ 3 1 4 6
コンピュ 男 1 1 1 2
ータ利用 女 1 1 1

養 護 学 校 男 1⑴ 1 2⑴ 2⑴ 2
教 員 養 成 女 3⑴ 2⑵ 1⑶ 1 7⑷ 2⑴ 1 3⑴ 10⑸ 1 3 4 4 18

男 19 19 1 1 41 7⑶ 9⑺ 2⑵ 1 19 60 3 6 9 6 3 1 1 11 2 7 89教員養成

課 程 計
女 34 29 1⑴ 3⑴ 67 18⑺ 4⑶ 1 1 24 91 2 28 1 132 8 5 13 1 12149
計 53 48 1 2⑴ 3⑴ 108 25 13 2⑵ 2 1 43 151 5 34 1 141 14 8 1 1 24 1 219238

地域スポ 男 2⑵ 2⑵ 1⑴ 1⑴ 3⑶ 4 4 3 3 4 14
ーツ 女 1 1 1 5 5 1 7生涯ス

ポーツ
課程 野外教育 男 1⑴ 1⑴ 1⑴ 1⑴ 2⑵ 3⑶ 2 2 4 1 1 2 9

女 2 1 3 1 1 4
教育カウンセ 男 1⑴ 1⑴ 1⑴ 3 1 4 1 1 1 7
リング課程 女 1⑴ 1 2⑴ 1⑴ 1⑴ 3⑵ 1 3 1 5 3 2 5 3 16

男 4⑷ 1⑴ 1⑴ 1⑴ 3⑶ 7⑺ 12 4 2 6 5 30
非教員養成系計 女 3⑴ 1⑴ 1⑴ 4⑵ 13 4 2 6 4 27

計 7⑸ 1⑴ 1⑴ 1⑴ 1⑴ 4⑷ 11⑼ 25 8 4 12 9 57
男 19 19 1 1 45 8⑷ 9⑺ 3⑶ 2⑴ 22 67 5 313 21 10 5 1 1 17 212119

学 部 計 女 34 29 1⑴ 3⑴ 70 18⑺ 5⑷ 1 1 25 95 2 138 3 145 12 7 19 1 16176
計 53 48 1 2⑴ 3⑴ 115 26 14 3⑶ 3⑴ 1 47 162 7 451 3 166 22 12 1 1 36 1 228295
男 1 1⑴ 2⑴ 2 2 4⑴ 2 2 1 1 7 9 23①

教育学研究科 女 1 1 1 2 2 4 4 14 23③
計 1 1 1⑴ 3⑴ 2 2 5⑴ 4 2 6 1 111 23 46④
男 19 20 1 2⑴ 47 10⑷ 9⑺ 3⑶ 2⑴ 24 71 5 315 23 10 5 2 1 18 7 221142①

合 計 女 35 29 1⑴ 3⑴ 71 18⑺ 5⑷ 1 1 25 96 2 140 5 149 12 7 19 4 1 30199③
計 54 49 1 3⑵ 3⑴ 118 28 14 3⑶ 3⑴ 1 49 167 7 455 5 172 22 12 2 1 3711 1 251341④

（注）（ ）は臨採で内数、〇は外国人留学生で内数 就 職 率（学部） 88.03％ （進学者を除く）
教員就職率（学部） 62.55％ （進学者を除く）
教員養成課程卒業者に対する教員就職率 63.45％
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記
念
講
演
（
一
般
公
開
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
風
林
火
山
」
と
松
代
町

〜
表
面
に
は
出
て
こ
な
い
そ
の
時
代
劇
性
〜

原
美
術
館
（
平
塚
市
）
副
館
長

原

昌

義

氏

今
年
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
に
山
本
勘
助
が
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。「
エ
コ
ー
ル
ド
・
ま
つ
し
ろ
」
と
重
な
り
、

長
野
市
松
代
町
が
一
躍
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

こ
の
放
映
に
至
る
過
程
に
は
、
史
実
を
も
と
に
紐
解
き
な

が
ら
生
ま
れ
た
原
作
が
あ
り
、
そ
し
て
視
聴
者
を
意
識
し
た

脚
本
へ
と
進
む
中
で
、
妙
に
誇
張
さ
れ
た
り
、
時
に
「
こ
れ

は
本
当
か
な
ぁ
」
と
首
を
傾
げ
た
く
な
る
部
分
も
生
ま
れ
て

き
ま
す
。

長
野
市
松
代
町
に
生
ま
れ
、
長
野
県
学
校
教
員
を
定
年
退

職
し
て
二
十
年
。
師
範
学
校
時
代
は
化
学
を
専
攻
し
な
が

ら
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
方
面
か
ら
は
離
れ
た
方
向
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
退
職
後
、
地
元
の
グ
ル
ー
プ
へ
の
歴
史
の
話
や
、

多
く
の
仲
間
と
一
緒
に
文
化
財
関
係
の
研
究
を
兼
ね
な
が
ら

今
日
ま
で
続
け
て
き
ま
し
た
。

た
ど
っ
て
み
れ
ば
、〞
原
美
濃
守
虎
胤
〝
か
ら
数
え
て
十

五
代
目
。
武
田
信
玄
の
時
代
に
は
甲
斐
の
国
に
い
た
原
一
族

（
現
在
Ｔ
Ｖ
で
宍
戸
開
が
原
美
濃
守
虎
胤
を
熱
演
中
）
が
、

信
玄
亡
き
後
真
田
家
と
行
動
を
共
に
し
、
そ
の
後
真
田
家
の

松
代
移
封
に
よ
り
松
代
町
に
移
り
住
み
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

原
家
の
歴
史
か
ら
松
代
の
歴
史
等
調
べ
て
い
く
中
で
、
相

変
わ
ら
ず
時
代
劇
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
日
本
で
あ
る
よ
う
に

思
え
て
き
ま
す
。
文
化
財
に
対
す
る
考
え
方
に
も
、
も
っ
と

幅
の
広
い
物
が
欲
し
い
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。
国
境
と
い
う

も
の
を
見
た
こ
と
の
な
い
日
本
人
の
負
の
部
分
を
認
識
す
べ

き
時
に
来
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
時
代
劇
に
触
れ
る
た

び
に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

経

歴

一
九
二
六
年

長
野
市
松
代
町
に
生
ま
れ
る

一
九
四
九
年

長
野
県
師
範
学
校
本
科
卒
業

一
九

五
年

長
野
市
立
川
中
島
小
学
校
長

一
九

七
年
〜
二
〇
〇
七
年

長
野
市
立
博
物
館
協
議
会
長
・
松
代
藩
文
化

施
設
管
理
委
員
長
・
千
音
都
市
カ
チ
ュ
ウ
シ

ャ
の
唄
副
会
長
・
原
美
術
館
副
館
長

他

事

務

局

便

り

〇
研
究
補
助
受
付
中

教
育
研
究
補
助
申
請
を
四
月
よ
り
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
多
く
の
皆
様
の
申
請
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細

は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
住
所
変
更
を
忘
れ
ず
に

転
居
の
際
に
は
住
所
変
更
の
届
を
事
務
局
宛
に
お
願
い
致

し
ま
す
。
お
送
り
し
た
会
報
が
宛
先
不
明
で
多
く
戻
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
メ
ー
ル
で
も
結
構
で
す
。

〇
会
費
の
二
重
払
い
に
つ
い
て

同
窓
会
費
の
二
重
払
い
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

同
窓
会
の
会
費
は
終
身
会
費

で
す
。
会
報
が
夏
の
総
会
前

（
七
月
）
に
お
手
元
に
届
い
た

方
は
納
入
済
み
で
す
。
二
重
払

い
さ
れ
た
会
費
は
お
返
し
し
ま

す
が
、
振
り
込
み
手
数
料
等
が

引
か
れ
ま
す
の
で
全
額
返
金
で

き
ま
せ
ん
。

記
念
講
演
会
終
了
後
、「
ホ
テ
ル
信
濃
路
」
に
お
い
て
懇

親
会
（
会
費
四
、
〇
〇
〇
円
）
を
開
催
し
ま
す
。

こ
ち
ら
へ
も
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。
申
し
込
み
は
同
封
の
葉
書
で
事
務
局
ま
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

信
州
大
学
教
育

学
部
同
窓
会

第

二
十

回

通

常

総

会
（
通
知
）

日 時

平成19年８月11日（土）

午前10時より

会 場

長野市岡田町「ホテル信濃路」

次 第

１．開会宣言

２．会長挨拶

３．議長団選任

４．議事録署名人の選任並び

に書記の任命

５．議事

第一号議案 平成18年度事

業報告及び歳入・歳出決

算報告について

第二号議案 平成19年度事

業計画（案）及び歳入・

歳出予算（案）の承認に

ついて

第三号議案 役員の改選

（第11期）

６．来賓祝辞・代表挨拶

７．閉会宣言

記念講演会：12時より

講 師：原昌義氏

祝賀懇親会：13時より

事務局連絡先

電 話 026-238-4370

月・水・金 ９：30～16：30

http://taaedu.shinshu-u.ac.jp
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